
日
本
Ｎ
Ｇ
Ｏ
か
ら
初
派
遣

　
ロ
シ
ア
・
チ
ェ
チ
ェ
ン
共
和
国
で
、
日
本
の
非
政
府
組
織
（
Ｎ
Ｇ
Ｏ
）
に
よ
る
初
の
難
民
医
家
が
始

ま
っ
た
。
昨
年
末
の
ロ
シ
ア
軍
進
攻
以
来
、
約
四
十
万
人
の
難
民
が
生
ま
れ
、
依
然
と
し
て
ロ
シ
ア
軍

と
ド
ゥ
ダ
エ
フ
大
統
領
派
勢
力
が
戦
火
を
交
え
て
い
る
厳
し
い
環
境
の
下
で
、
日
本
人
女
性
ス
タ
ッ
フ

一
人
と
二
人
の
ネ
パ
ー
ル
人
医
師
が
走
り
回
っ
て
い
る
。
（
文
と
写
真
モ
ス
ク
ワ
目
谷
川
明
生
）
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こ
の
三
人
は
、
調
整
員
と
し

て
医
療
后
勣
全
般
を
支
え
て
い

る
大
阪
府
出
身
の
赤
阪
陽
子
さ

ん
（
一
一
七
ｙ
こ
、
カ
ト
マ
ン
ズ
中
央

病
院
の
内
科
医
ム
ラ
リ
・
ウ
パ

ド
ル
イ
ア
さ
ん
（
四
〇
）
、
耳
鼻
科

医
ヤ
ギ
ア
・
バ
ン
ダ
リ
さ
ん

（
Ｓ
Ｏ
）
。

　
四
月
、
ア
ジ
ア
医
師
連
絡
協

議
会
（
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
、
本
部
・
岡

山
市
）
を
中
蔡
ご
す
る
日
本
緊

急
救
援
Ｎ
Ｇ
Ｏ
グ
ル
ー
プ
（
七

団
体
）
か
ら
派
遣
さ
れ
た
。
Ａ

Ｍ
Ｄ
Ａ
は
サ
ハ
リ
ン
地
震
で
も

い
ち
早
く
援
助
に
乗
り
出
し
た

組
織
だ
。
。

　
最
初
の
活
動
は
、
首
都
グ
ロ

ズ
ヌ
イ
の
北
四
十
キ
ロ
の
レ
ニ
ン

ｅ
巡
回
診
療
で
難
民
を
診
る
ウ
パ
ド
ル
イ
ア
医
師
と
赤
阪

陽
子
さ
ん
＝
チ
ェ
チ
ェ
ン
・
レ
ニ
ン
ス
カ
ヤ
村
で
ｏ
難
民

Ξ
千
人
が
集
ま
っ
た
イ
ン
グ
ー
シ
国
境
近
く
の
セ
ル
ノ
ボ

ツ
ク
村
で
は
、
わ
き
出
る
温
泉
が
飲
み
水
だ
っ
た

へ

　¬連l

心

プビ

這〔

ﾌﾟど

力こゝ

ら

ス
カ
ヤ
村
で
の
飴
療
だ
っ
た
。

　
「
糖
尿
病
の
薬
を
な
く
し
て
し

ま
っ
た
。
お
金
が
な
く
て
賀
う

こ
と
も
で
き
な
い
」
。
首
都
を

逃
れ
、
親
類
に
身
を
寄
せ
て
い

る
マ
リ
ア
・
ブ
ル
デ
コ
ワ
さ
ん

（
七
６
は
泣
き
な
が
ら
訴
え
た
。

　
こ
の
後
、
近
く
の
カ
リ
ノ
フ

ス
カ
ヤ
村
も
担
当
し
、
二
つ
の

村
を
週
一
日
ず
つ
巡
回
し
て
い

る
。
患
者
は
難
民
と
住
民
合
わ

せ
て
毎
回
四
十
人
近
い
。
世
界

保
健
機
関
、
国
連
児
寞
基
金
と
　
一
一
一
人
は
本
部
を
チ
ヱ
チ
ヱ
ン

の
協
力
に
よ
る
ド
‥
）
か
や
ジ
フ
北
西
部
の
ズ
ナ
ー
メ
ン
ス
コ
工

テ
リ
ア
の
予
防
接
種
も
要
請
さ
村
に
置
い
た
。
担
当
地
域
は
口

れ
て
い
る
。
　
　
　
　
　
　
シ
ア
軍
の
勢
力
下
に
あ
っ
て
比

　
チ
ェ
チ
ェ
ン
の
医
家
水
準
は
較
的
安
全
だ
が
、
衛
星
電
話
、

本
来
高
い
が
、
医
薬
品
の
不
足
フ
フ
ク
ス
な
ど
の
通
信
設
備
は

が
ひ
ど
い
。
Ｎ
Ｇ
Ｏ
と
し
て
は
な
い
。
医
薬
品
は
北
オ
セ
チ
ア

　
「
国
境
な
き
医
師
団
」
（
本
部
共
和
国
の
首
都
ウ
ラ
ジ
カ
フ
カ

・
仏
）
と
「
世
界
の
医
師
団
」
　
ス
ま
で
買
い
出
し
に
行
か
ね
ば

（
同
）
、
「
メ
ル
リ
ン
」
（
英
な
ら
な
い
。

国
）
か
す
で
に
活
動
し
て
お
　
赤
阪
岑
ん
は
留
学
し
た
来
国

り
、
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
は
四
番
手
だ
。
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
大
学
院
で
国

遮
、
人
権
、
難
民
な
ど
に
興
味

を
持
っ
た
。
昨
春
、
ク
ロ
ア
チ

ア
の
首
都
ザ
グ
レ
プ
で
米
国
の

Ｎ
Ｇ
Ｏ
「
命
の
川
」
に
参
加

し
、
難
民
キ
ャ
ン
プ
で
の
食
料

・
衣
類
配
給
活
動
を
体
験
。
こ

の
審
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
に
芦
加
し
た
。

　
「
ど
こ
へ
行
く
に
も
不
安
は
あ

る
ん
で
す
。
で
も
自
分
で
選
ん

だ
道
だ
か
ら
」
と
言
う
。

　
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
に
は
、
ア
ジ
ア
十

五
カ
国
に
約
九
百
人
の
金
員
が

い
る
。
う
ち
約
五
百
人
が
医
師

だ
。
ウ
パ
ド
ル
イ
ア
さ
ん
と
バ

ン
ダ
リ
さ
ん
以
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ

の
医
科
大
学
に
七
年
間
留
学
し

た
こ
と
が
あ
り
、
ロ
シ
ア
語
が

上
手
な
た
め
避
ば
れ
た
。

　
　
「
皮
膚
病
や
戦
争
を
目
撃
し

た
女
性
た
ち
の
神
経
性
の
病
気

が
多
い
。
こ
れ
か
ら
暑
く
な
る

と
伝
染
鰐
も
心
配
だ
」
と
バ
ン

ダ
リ
さ
ん
は
話
す
。

　
チ
ェ
チ
ェ
ン
難
民
は
、
移
民

局
へ
の
登
録
だ
け
で
イ
ン
グ
ー

シ
土
八
万
人
、
ダ
ゲ
ス
タ
ン
十

二
万
人
、
北
オ
セ
チ
ア
ー
万
人

な
ど
、
周
辺
共
和
国
に
広
が
り

つ
つ
あ
る
。
チ
ェ
チ
ェ
ン
国
内

で
は
五
万
人
と
い
わ
れ
る
が
、

難
民
救
援
の
巷
動
は
一
筋
縄
で

は
い
か
な
い
。

　
例
え
ば
三
人
が
医
療
の
一
部

を
分
担
す
る
よ
ろ
要
請
さ
れ
て

い
る
首
都
の
露
民
標
施
設
。

自
家
発
電
、
袷
水
、
給
食
設
備

が
整
い
千
人
の
収
容
能
力
が
あ

る
が
、
入
居
者
は
三
割
に
珊
た

な
い
。
「
こ
こ
に
入
る
と
、
支

給
さ
れ
て
い
る
補
償
金
が
も
ら

え
な
い
と
い
っ
た
デ
マ
が
飛
ん

で
い
る
」
（
現
地
の
職
員
）
か

ら
だ
。

　
旧
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ビ
ア
の
場
合

は
、
援
助
開
始
か
ら
三
年
た

ち
、
衣
食
住
の
配
給
ル
ー
ト
が

一
応
確
立
さ
れ
て
い
る
が
、
チ

ェ
チ
ェ
ン
に
は
移
民
局
か
ら
の
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援
助
物
資
の
受
け
入
れ
団
体
も

な
い
。

　
　
「
思
っ
た
よ
り
患
者
が
多

く
、
二
人
の
医
師
は
て
ん
て
こ

芦
い
で
す
。
経
済
の
悪
化
で
鰐

院
の
医
師
は
二
年
間
給
料
を
も

ら
っ
て
い
な
い
し
、
医
薬
品
も

不
足
し
て
い
る
。
歯
ブ
ラ
シ
、

衛
生
用
品
、
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー

パ
ー
な
ど
も
配
り
た
い
」
と
赤

阪
さ
ん
は
冒
っ
て
い
る
。
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